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1 はじめに

近年，出かける時に必要な持ち物を忘れて出かけてし

まう行為（忘れ物）は社会的に対応すべき問題となって

おり，忘れ物を防止をするための様々な研究や商品開発

が行なわれている [1, 2, 3, 4, 5]．これら既存の研究や商

品で提案・提供されているシステムの多くは，事前に持

ち物に対して RFIDタグをつけてシステムへの登録 [1]，

または持ち物の重量を計測してシステムへの登録 [2]とい

う作業を行い持ち物を把握する．そして，出かける際に

登録してある持ち物を持っているかの確認を行い，持っ

ていない場合は利用者に対して警告をだす．

このように既存のシステムでは『持っていく予定だっ

た持ち物を持っていくのを忘れてしまう』という場面に

は対応することが可能である．しかしながら，事前に持

ち物に RFIDタグをつけたり，重量を計測していなかっ

た持ち物，つまり『持っていく予定はなかったが，訪問

先で必要となってしまった持ち物を事前に所持するよう

に促す事』に対応することは不可能である．ここで本研

究では，既存の研究や商品でも対応できている，『持って

いく予定があったが忘れてしまった持ち物』を “忘れ物”

と定義する．一方，既存の研究や商品では対応すること

ができない，『持っていく予定はなかったが訪問先で必要

となった持ち物』を “不測物”と新たに定義する．そし

て著者らは，ユーザの施設訪問履歴と持ち物の所持傾向

を元に，忘れ物だけではなく不測物にも対応した持ち物

推薦システムを提案し，その実現可能性を確かめた [6]．

本稿では，持ち物推薦システムにおける所持傾向の類似

性の分析手法についての検討を行う．

2 訪問先と所持傾向に基づく持ち物推薦システムの概要

本研究で提案している，不測物にも対応した持ち物推

薦システムでは以下の 2つの推薦手法を用いる．

S1： 訪問先に基づく持ち物推薦手法

S2： 所持傾向の類似性に基づく持ち物推薦手法

まず，ユーザが施設を訪問した際に所持していた持ち

物を，訪問した施設種別と一緒に履歴として蓄積し，施

設種別に基づいた持ち物の所持傾向を算出する．ここで

いう施設種別とは “ショッピングモール”，“博物館・美
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図 1: 持ち物推薦システム概要図

術館”，“海水浴場”，“学校”などである．

その上で S1 の訪問先に基づく持ち物推薦手法では，

ユーザが出かける際に訪問先の施設種別を登録すると，

蓄積し算出した施設種別に基づく所持傾向を用いて，訪

問先の施設種別に適した持ち物を推定し推薦する．しか

しながら S1では過去に訪問したことがない施設種別に

訪問する際には持ち物を推定し推薦することが出来ない

という問題点が残る．そこで，S2の所持傾向の類似性に

基づく持ち物推薦手法では，蓄積されている所持傾向を

用いて他のユーザとの所持傾向の類似性を算出し，類似

性の高い他のユーザの所持傾向を用いて，訪問先に適し

た持ち物を推定し推薦する．なお，本研究では，ユーザ

が常に持ち歩くものを “定番物”と定義し，その定番物

の傾向からユーザの特徴を算出しユーザ間の類似性の判

定を行う手法を検討している．この S1，S2の手法によ

り，過去に訪問したことがない施設に行く際にも適切な

持ち物の推薦が行える他，今まで自分では持っていくこ

とはなかったが，類似性の高い他のユーザが持っていっ

ている持ち物を推薦してもらうことで，“不測物” にも

対応することが可能となる．

本研究で提案している不測物にも対応した持ち物推薦

システムの概要を図 1に示す．ユーザ端末は，個人の持

ち物履歴を蓄積し，特徴（定番物）の抽出を行い，サー

バに送信する機能群と，入力された訪問先と管理サーバ

からの情報に基づき，持ち物を推薦する機能から構成さ

れる．一方，管理サーバは，ユーザ端末から送られてき

た各ユーザの定番物を蓄積し，ユーザ間での類似性の分

類・分析を行う機能と，ユーザ端末に訪問先に適した持

ち物を推定する機能から構成される．

本稿ではこれら機能のうち特徴抽出機能，特徴分析・
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分類機能，持物推定機能で利用するためのユーザの所持

傾向の類似性の分析手法についての検討を行う．

3 所持傾向の類似性の分析手法の提案

3.1 分析に用いる所持傾向データ

所持傾向の分析には論文 [6]でも用いた「1000人に対し

て行った訪問先とシチュエーション別の所持品に関する

Webアンケート」の結果を用いる．本アンケートは株式

会社マーシュによるWebアンケート（期間：2017年 5

月 1日～8日）であり，調査対象は 10代から 70代まで

の男女 1000人（男性 500人，女性 500人）とした．本ア

ンケートでは，年齢，性別，職業，年収，家族構成，居

住地（都道府県），ペットの有無などの基本情報と，訪

問先におけるシチュエーション毎の持ち物に関して回答

を依頼した．なお回答する持ち物に関しては，著者らが

事前に検討し，財布，家の鍵，ハンドタオル，ハンカチ，

ティッシュ，携帯電話・スマホ，PC（タブレット含む），

ゲーム機，本，ヘッドホン，モバイルバッテリー，カメ

ラ，喫煙道具，雨具，日焼け対策グッズ，救急用品，携

帯歯ブラシ，制汗剤，手帳，老眼鏡，杖，化粧品，マス

ク，エコバック，その他などの定番と思われる持ち物 25

品をあげた．また，訪問先は特徴がでやすいと思われる

場所として，海，ショッピングモール，病院，講演，テー

マパーク・遊園地，ライブ・コンサート，海外などの 7

箇所を，シチュエーションは、一人の時，家族と一緒の

時，友人と一緒の時，恋人と一緒の時，ペットと一緒の

時，仕事の時，その他の時の 7パターンを上げ，該当す

るものにのみ回答を依頼した．

3.2 類似性の分析手法の検討

アンケートデータは場所とシチュエーション別に持ち物

を “持っていく (1)”か “持っていかない (0)”かを収集し

ている．そのため，回答者がどの持ち物を頻繁に持って

いくのか（本研究における定番物か）はこのままでは解

らない．そこで，回答者毎に全場所・全シチュエーション

における回答結果を合算し，有効回答数（回答者によっ

ては未回答の場所やシチュエーションがある：例「既婚

のため恋人がいないなど」）で割ることで，回答者毎の

持ち物の所持率を算出した．そして，回答者毎に所持率

が一定値以上（例：70%以上）のものを定番物とし特徴

量とした．次に，1000件の回答データを教師データ 800

件とテストデータ 200件に分割し類似性の検証を行った．

検証は，まず教師データの全回答者の定番物所持率に対

してテストデータの任意の回答者の所持率の相関係数を

算出する．定番物の相関係数の上位者に対して，定番物

以外も含めた所持率の相関係数との比較をおこなった．

その結果，定番物の相関係数上位者に対して，定番物以

外の相関係数も高い傾向が見られ，本手法を用いて持ち

物の推薦を行った場合，比較的高い精度での推薦は可能

であると思われる．しかしながら，定番物以外の相関係

数が最も高いものが最上位に来ることは殆どなかったた

め，最適であるとはいえないと思われる．

4 おわりに

本研究では，既存研究では対応が困難であった “不測

物”に対応した持ち物推薦システムにおける所持傾向の

類似性の分析手法についての検討を行った．その結果，

今回検討した定番物の相関を用いた手法では，比較的高

い精度での推薦が可能であると思われる．今後は，定番

物として定義する持ち物の所持率，持ち物以外の年齢，

性別，職業，年収，家族構成，居住地（都道府県），ペッ

トの有無などの基本情報も含めた検証を行っていく予定

である．
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